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Abstract 
 

Background: The introduction of the Licensed Psychologist qualification in Japan has 
led to an increase in universities offering relevant programs. One of the required 
courses, ‘Practical Training in Psychology ’ involves role-playing simulated 
psychological interviews, which traditionally rely on students’ experiences, potentially 
causing emotional distress and limiting case diversity.  

Objective: To address these challenges, this study explores the use of generative AI 
to create diverse simulated cases, thus enhancing the educational experience without 
compromising students’ emotional well-being. 

Methods: The paper discusses the application of AI tools like Microsoft Copilot in 
generating cases for university-level ‘Practical Training in Psychology.’ It evaluates the 
effectiveness of these tools in creating realistic and varied scenarios that align with the 
five main fields targeted by Licensed Psychologists. 

Results: The AI-generated cases provided rich, varied content, demonstrating the 
potential of AI to overcome the limitations of manually created cases by humans and to 
offer a broader range of scenarios for students’ role-play. 

Conclusion: This study concludes that generative AI can be a valuable asset in 
psychological education, offering a way to produce diverse and realistic cases while 
safeguarding student welfare. Future prospects include integrating AI further into 
specialized subjects and leveraging advancements in AI for educational material 
creation. 
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問題と目的 

 
公認心理師科目「心理演習」  
平成 27（2015）年に公認心理師法が公布され，臨床心理学の専門家の国家資格としての

公認心理師が法制化されて以来，公認心理師プログラムを整備している大学・大学院が増

加してきている。大学で履修が必要な 25 科目については厚生労働省(2017)に列挙されて
いるが，そのうち「心理演習」は学内演習を想定した内容としている（資料  1）。 
 
資料 1 
公認心理師科目「心理演習」に含むべき事項  

 
知識及び技能の基本的な水準の修得を目的とし、次の(ア)から(オ)までに掲げる事項につ
いて、具体的な場面を想定した役割演技(ロールプレイング)を行い、かつ、事例検討で
取り上げる。 
(ア) 心理に関する支援を要する者等に関する以下の知識及び技能の修得  

(1) コミュニケーション  
(2) 心理検査 
(3) 心理面接 
(4) 地域支援 等 

(イ) 心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成  
(ウ) 心理に関する支援を要する者の現実生活を視野に入れたチームアプローチ  
(エ) 多職種連携及び地域連携  
(オ) 公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解  
 

厚生労働省(2017)より抜粋 
 
「心理演習」の内容についてはロールプレイを用いた模擬心理面接演習を含んでいる。

一般的に模擬心理面接演習では，セラピストおよびクライエント役を学生が演じ，そのロ

ールプレイの内容を担当教員が指導する，という形式がとられている。動画撮影や音声録

音した素材や一連の会話を文字に起こしたテキストを用いる場合もある。  
このような場合，面接演習の中でクライエント役の学生が模擬症例を演じることになる

が，大なり小なり学生の実体験をベースとすることとなる。その結果，クライエント役の

学生がトラウマティックな実体験を想起し直面することとなってしまい，情緒的に不安定

になり，その影響が授業外に及ぶ場合もある。また，20 代前半という学生の年代のため，
学生の想起ベースでは公認心理師が対象とする主要５分野（医療，福祉，教育，司法，産

業）はカバーされえず，模擬症例の多様性が限定されることとなる。  
その対応として，担当教員が模擬症例を準備する方法も考えられる。具体的には，担当

教員の自験例や公刊された症例研究から一定のセッティング，ストーリーやリアリティを

もった模擬症例を作成する必要がある。しかしながら一般的に自験例をベースにする場合

は個人情報に敏感にならなければならないし，症例研究をベースにする場合であっても個

人情報の観点から公刊研究雑誌であってもオンライン化されていない場合がほとんどで情

報収集に困難がある場合がある。また，主要５分野の症例を準備できるほどの生産力を持

った創造性は担当教員すべてには求めることができない。  
このような模擬心理面接演習における症例準備の問題について，ChatGPT をはじめと
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して近年目覚ましい発展をし続けている生成 AI を用いることができるかもしれない。  
 
大学教育における生成 AIの利用可能性 
2024 年 5 月現在，日本語で対話可能な無料の生成 AI ツールには，OpenAI 社が開発し

た ChatGPT-3.5 および ChatGPT-4o，同社が開発した大規模言語モデル（LLM）である
GPT-4を搭載した Microsoft Copilot（旧，Bing AI），Google DeepMind が開発した LLM
である Gemini Pro を持つ Google Gemini（旧，Google Bard），Anthropic 社が開発した
Claude 3.5 Sonnet などがあげられる。  
日本においては，情報リテラシーの高い人材を育成したいという文部科学省の方針もあ

り（e.g., 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度; 文部科学省, 2021），大
学教育において AI を教育対象としたプログラムが見られるようになってきている（e.g., 
田尻, 2023）。また文部科学省 (2023)は「大学・高専における生成 AI の教学面の取扱い
について」と題する周知文書を各大学・高専に出し，利活用可能性および注意点について

列挙している。そして教員向けガイドを公開した大学もある（e.g., 大阪公立大学, 2023）。
また杉森(2024)は，生成 AI がもたらす教育の機会や課題について具体例を挙げながら論
じている。 
しかしながら現状では生成 AI を用いた教育実践の報告例はそれほど多くない。橋本

(2023)は，初年次教育において受講生に生成 AI を利用させる教育プログラムを報告して
いる。また，森・橋口(2023)は，大学 1 年生対象の共通科目において ChatGPT を利用す
る課題を含んだプログラムを報告している。金丸(2023)は，外国語教育において生成 AI の
利用とその問題点を指摘するとともに「AI を活用した自律的学習」を提唱している。その
他，外国語教育における生成 AI 利用については清原(2024)が種々のウェブ資料を紹介し
ている。倉光(2023)および小原他(2023)は，情報科学系学科における複数のプログラミン
グ演習授業における学修支援に独自開発の対話型 AI および ChatGPT を用いている例を
報告している。田中他(2023)はプログラミング演習授業において ChatGPT を利用した演
習問題の自動作成手法について検討している。  
総じてこれらの報告は受講生に生成 AI を利用させることに注力しており，大学教員が

教材作成のために生成 AI を利用した例は少ない。また，専門科目での生成 AI の利用例は
情報科学系分野に限られる。  

ChatGPT など生成 AI の利用には特別な知識を必要とせず，文部科学省 (2023)や大阪
公立大学(2023)が示したような留意点を押さえておけば問題なく使うことが可能である。
したがって，PC を標準的に利用できるスキルがあれば情報科学系のみならずどの分野で
も教育利用ができるように思われる。  
 
臨床心理学領域における AI 
筆者が専門とする臨床心理学領域では，人の発話に対応して文章を生成するプログラム

という意味での生成 AI との関わりは比較的古い。例えば，人との自然言語による会話が
可能で，一見するとロジャース派のセラピストのような応対をするプログラムである

ELIZA（Weizenbaum, 1966）や，ELIZA 同様に人と自然言語で会話することができるが，
人の発話の中に悪意を読み取り，恐れ，怒りや不信感を感じる人工妄想症（artificial 
paranoia）プログラムである PARRY（Colby et al., 1971）などが開発されていた。これ
らは現代の高度な生成 AI と比較すると限定的な能力しか持っていない対話プログラムで
あるが，後の発展に先駆的に寄与したといえるだろう。 
臨床心理学的介入技法の一つである認知行動療法は，方法論がかなりの程度プロトコル

化されており，専門家によるワークブックが出版されたり（e.g., 伊藤, 2015），インター
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ネットコンテンツが公開されたりしている（e.g., 益田, 2018）。近年では，専門家の監修
による認知行動療法アプリ（e.g., AI メンタルヘルスアプリ「Awarefy」）も開発されてお
り，認知行動療法は AI に親和性が高いものと考えられる。  
生成 AI を利用した認知行動療法に関する近年の無作為統制効果研究の例として，宗他

(2016)は，自然言語処理による人工知能フィードバック機能搭載型のインターネット認知
行動療法（iCBT-AI）を日本の非臨床群の抑うつ者に実施し，通常のインターネット認知
行動療法（iCBT）および待機群と比較した。その結果，iCBT-AI 群は iCBT 群と比較して
脱落率は有意に低かったものの，待機群と比較して介入期間終了直後での抑うつ症状の有

意な改善はみられなかった一方で，3か月後のフォローアップ時には iCBT-AI 群において
のみ抑うつの重症度が改善していた。また，Oh et al.(2020)は，韓国のパニック症患者に
対してチャットボットを用いたモバイルアプリベースの対話型認知行動療法を 4週間行っ
た。その結果，統制群と比較してパニック症の重症度および社交恐怖スコアが有意に低下

していた。さらに，Liu et al. (2022)は，中国の大学生・大学院生を対象に，認知行動療法
の理念をベースとしたチャットボット XiaoNan を用いた自助セラピーを 16 週間行った。
その結果，読書療法対照群と比較して，抑うつおよび不安スコアが有意に減少していた。

なお，インターネットを用いた心理学的介入に AI を取り入れることに関する利点と課題
については Carlbring et al. (2023)に詳しく議論されている。  
このように臨床心理学領域では認知行動療法など心理学的介入に生成 AI を利用する例

が無作為統制効果研究のレベルで散見されてきている一方で，臨床心理学の教育に生成 AI
を利用した例は報告されていない。そこで本稿では，生成 AI を用いた模擬症例をベース
にした心理面接演習実践の報告を通して，その強みや弱み，今後の展開や改善点を議論し

たい。 
 
 

方法 

 
「心理演習」で AI が生成した模擬症例を用いたのは 2023 年度後期授業（9 月下旬～翌

1月下旬）であり，授業開始前までに生成 AI を用いて 13 の模擬症例を作成した（資料 3）。 
しかしながら，その時点と比べて各生成 AI の機能向上が確認されるため，改めて 2024

年 2月に Microsoft Copilot，Google Gemini，ChatGPT-3.5，同年 5 月に ChatGPT-4o，
6月に Claude 3.5 Sonnet を用いて以下のプロンプト（指示）を入力した：「以下の条件に
したがって自閉スペクトラム症と ADHDを併存している症例をクリエイトしてください。
条件：大学 3 年生。女子。就職活動に向けて困難がある。家庭環境はそこまで悪くない。
高校生までは発達センターに通所していてサポートを受けていた。大学では自分の障害を

隠していたためサポートされていない」。  
なお Microsoft Copilot については，「よりバランスよく」「より創造的に」「より厳密に」

の 3つのモードがあるため，それぞれから出力を得た。また，Google Gemini については，
回答案が 3つ出力され，さらに「短くする」「長くする」「シンプルにする」「カジュアルな
表現にする」「専門的な表現にする」の 5 つの書き換えオプションがあり，3×5＝15 通り
の出力を得ることができる。しかしながら内容的にはほぼ同等の内容だったため，デフォ

ルトの 1 例のみを取り上げた。  
こうして得られた各生成 AI の回答を資料 2 に示した。 
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結果 

 
Table 1 に各生成 AI による出力に追加された要素を比較した結果を示した。  
もっとも追加情報が多かったのは Microsoft Copilot の創造性モードであった。他の出

力が ADHD や自閉スペクトラム症に関する一般的特徴や就職活動における一般的困難に

ついて記述しているのに対して，具体的なエピソードや心情を記述していた。  
一方，追加情報が最も少なかったのは Microsoft Copilot のバランスモードであり，プロ

ンプトで指示された情報のみが記述されていた。また，ChatGPT-3.5 も同様であり，ADHD
と自閉スペクトラム症の一般的特徴が不十分に加えられている程度であった。  
 
Table 1 
生成 AI によって追加された要素の比較  

 Microsoft Copilot 
Google 

Gemini 

ChatGPT Claude 

Sonnet

3.5 
バランス  創造性  厳密  3.5 4o 

人名 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

年齢 〇 〇 〇 〇 ※学年 ※学年 〇 

大学での学部・専攻 〇 〇      

家庭環境   〇  △ 〇 〇 

ADHD 一般的特徴    〇 △  〇 

エピソード  〇     〇 

心情  〇      

自閉スペク

トラム症 

一般的特徴    〇 △ 〇 〇 

エピソード  〇     〇 

心情  〇      

発達センタ

ー 

エピソード  〇      

心情  〇      

大学生活 エピソード  〇     〇 

心情  〇     〇 

就職活動 一般的困難 〇  〇 〇 〇 〇 〇 

エピソード  〇  〇  〇 〇 

心情  〇    △ 〇 

その後の支援 
（コメント・エピソード）  

〇  〇 〇 〇 〇  

〇：十分に追加，△：不十分に追加 

 
「心理演習」授業での模擬症例の準備  
上記と同様のプロセスで症例の年代や公認心理師の主要 5 分野を考慮しながら 13 の模

擬症例を作成した（資料 3）。資料 3の(6)が本稿のプロンプトに基づいた生成 AI の回答を
統合・修正して最終的に作成した模擬症例である。ただし，模擬症例の作成にあたって生

成 AI の回答を得たのは 2023 年 8～9 月であり，本稿で得られた出力とは異なっているこ
とに留意してほしい。  
統合・修正に当たっては，(1)固有名詞は用いずに「A さん」とする，(2)エピソード的な

5（235）



 

記述をなるべく用いる，(2)疾患や障害名については ICD-11日本語病名案（日本精神神経
学会, 2018）や DSM-5-TR 日本語版（American Psychiatric Association, 2022; 高橋・大
野監訳, 2023）を準拠とする，などに留意した。  
 
「心理演習」の模擬心理面接演習セクションの実際  
Microsoft Teams 上で担当教員と受講生から構成される授業チームを作成した。受講生

への資料配布，課題提出，成績評価はすべて Teams上で行われた。 
授業内の模擬心理面接演習セクションでは，セラピスト役，クライエント役の 2 人組の

ペアを作った。そして 13 の模擬症例を受講生がオンラインで閲覧可能とし，クライエン
ト役の受講生はいずれかの模擬症例を選択してロールプレイすることが指示された。なお，

性別や詳細などは変更可能とした。  
模擬心理面接は授業時間外に行い，面接状況を撮影した動画ファイルおよび文字起こし

テキスト（PDF ファイル）を授業日までに Teams 上に提出することが求められた。授業
時間では，提出された動画と文字起こしテキストを見ながら，セラピスト役の基本的態度，

バーバルおよびノンバーバルな反応などを担当教員が指導し，議論，質疑応答などを行っ

た。授業後には，文字起こしテキストに担当教員のコメントを付加したファイルをチャッ

ト機能でセラピスト役の学生に送付した。  
クライエント役の学生は性別や詳細など多少アレンジしたものの，基本的に模擬症例を

演じていた。担当教員の視点からは，受講生がクライエント役を演じたのちに情緒不安定

になる，といった状況は確認されなかった。  
 
 

考察 

 
本稿では，大学における公認心理師科目「心理演習」の模擬心理面接演習において，生

成 AI を利用して模擬症例を作成し，授業で利用した例を紹介した。以下に，生成 AI の強
み，弱み，今後の展望について論じる。  
 
強み 
まず，生成されたテキストの印象として，比較的現実的な記述が多かったように思われ

る。さらに指示したプロンプト以上の情報を追加することができた。生成 AI を利用する
ことで，担当教員の創造生産性の限界を突破するとともに，情報収集に伴う時間的，経済

的な負担を軽減できることが利点であろう。  
また，生成 AI の利用にあたってはプログラミングに関する特別な知識は必要とせず，

日本語のような自然言語の運用能力が一定以上あれば問題なく操作可能である。さらに，

同じプロンプトを与えても，生成 AI のツールやバージョン（時期）によって異なった回答
が得られ，多様な症例を生成できる点が利点となろう。  
 
弱み 
しかしながら，生成された症例記述に対しては専門家の視点によるレビューは必須であ

った。実際のところ大幅な変更は必要なかったが，診断名が旧称の「注意欠陥多動性障害」

となっていたり（Microsoft Copilot の「より創造的に」モード），臨床上重要な観点である
生育環境に関する記述がプロンプトで指示したにも関わらず欠けていたりするなど，

「100％問題ない」とは言えないものである。文部科学省(2023)は，生成 AI の利活用上の
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注意点について，生成内容に虚偽あるいはバイアスが含まれている可能性を示唆しており，

専門家によるレビューは必須であろう。  
また，今回の授業における模擬心理面接は初回面接と設定していたので問題はなかった

が，AI が生成した心理的対応のストーリーやコメントは「専門家によるアドバイスによっ
て対応，解決」といった単純なものが多く，心理面接のスキル向上のヒントにはなりえな

いものであった。 
 
現時点の推奨 
今回の模擬心理面接症例作成にあたっては，現時点では Microsoft Copilot の「より創造

的に」モードを用いるのがもっとも情報量が多く，リアリティのある模擬症例を作成でき

るのではないかと思われた。また，Google Gemini や ChatGPT-4o，Claude Sonnet 3.5 も
自閉スペクトラム症や ADHD の一般的特徴が記述されており参考としやすい。一方，

ChatGPT-3.5 はすでに旧式であり，Microsoft Copilot が GPT-4 を搭載していることを考
慮すると，記述の多様性を増す以外にあえて使用する意味は見いだせない。  
 
今後の展望 
まず，大学の専門科目における生成 AI の利用について，本稿のような実践報告を通し

て，強みや弱みに関する知識を蓄積していくことが必要であろう。  
生成 AI の進歩はめざましい。Open AI 社が開発した画像生成 AI である DALL·E 3 を

搭載した Microsoft Designer（旧，Bing Image Creator）はすでに Microsoft Copilot 上
で無料使用が可能である。また動画生成 AI も制作途上であり，Google の研究機関である
Google Research は 1月に「Lumiere」を，Open AI 社は 2月に「Sora」を発表した。こ
れらはテキストや静止画像から動画を生成することができるものである。文章に限らず画

像や動画まで AI によって作成可能となれば，大学教員個人の描画スキルや動画作成スキ
ルに依存することなく教材を作成でき，受講学生の専門教育の理解を大きく助けられるの

ではないかと期待できる。  
PC のオペレーティングシステム（OS）が MS-DOSのようなテキストユーザーインター

フェースから Windows 95 や Mac OS のようなユーザビリティの高いグラフィカルユーザ
ーインタフェースに代わることで PC の一般利用が強力に推し進められたように，生成 AI
によって多くの人が有用なコンテンツを作成できる時代が訪れようとしている。  
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資料 2 
プロンプトおよび生成 AI の回答 
 

※実在しうる人名は不慮の個人情報侵害を避けるためにすべて「■■」とした。 
プロンプト： 
以下の条件にしたがって自閉スペクトラム症と ADHD を併存している症例をクリエイトしてく

ださい。条件：大学生 3 年生。女子。就職活動に向けて困難がある。家庭環境はそこまで悪くな
い。高校生までは発達センターに通所していてサポートを受けていた。大学では自分の障害を隠

していたためサポートされていない。  
 
Microsoft Copilot，「よりバランスよく」モード：  
（※実在しうる人名は不慮の個人情報侵害を避けるためにすべて「■■」とした。）  
 
もちろんです。以下は、あなたの条件に合致する自閉スペクトラム症（ASD）と注意欠如多動症
（ADHD）を併存している大学 3 年生の女性のクリエイトされた症例です。  
 
名前: ■■■■（仮名） 
年齢: 21 歳 
学年: 大学 3 年生 
性別: 女性 
家庭環境: 家庭環境は比較的安定しており、親との関係は良好です。  
発達経歴: 
 
高校生まで発達センターに通所しており、専門家からのサポートを受けていました。  
大学に進学後、自分の障害を隠すことを決め、サポートを受けていません。  
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就職活動に向けて困難を抱えており、面接や人間関係のストレスがあります。  
■■さんは、自分の強みと課題を理解しており、自己アドボカシーに努めています。彼女は就職活
動において、自分の障害をどのように伝えるか、適切な職場環境を見つける方法を模索していま

す。 
 
このような症例は、多くの学生が直面する課題であり、適切なサポートと理解が求められていま

す。 
 
Microsoft Copilot，「より創造的に」モード： 
 
名前：■■■■（■■■■■■） 
年齢：21 歳 
性別：女性 
学歴：○○大学経済学部 3 年生 
障害：自閉スペクトラム症（アスペルガー症候群）と ADHD（注意欠陥多動性障害）  
 
■■は幼い頃から人とのコミュニケーションが苦手で、目を見て話すことやジェスチャーを使うこ
とができなかった。また、自分の興味のあることに没頭するあまり、周りのことに気づかないこ

とが多かった。小学校では友達ができずにいじめられることもあった。■■は自分がなぜ違うのか
分からずに悩んでいた。  
 
中学校に入ると、■■は勉強に集中できなくなり、授業についていけなくなった。先生や親に注意
されるとパニックになってしまった。■■は自分の感情をコントロールできなくなり、イライラし
たり落ち込んだりすることが増えた。■■は自分がなぜ普通にできないのか分からずに悩んでい
た。 
 
高校に入ると、■■は発達センターに通い始めた。そこで自閉スペクトラム症と ADHD の診断を
受けた。■■は自分の障害について理解することができた。■■は発達センターのスタッフや仲間と
交流することで、自分の強みや興味を見つけることができた。■■は経済学に興味を持ち、大学に
進学することを決めた。  
 
大学に入ると、■■は自分の障害を隠すことにした。■■は自分の障害を理解してくれる人がいない
と思っていた。■■は自分の障害を隠すために、他人の言動や表情を真似ることで対応するように
した。■■は自分の障害を隠すことで、友達や恋人を作ることができた。■■は自分の障害を隠すこ
とで、勉強やサークル活動にも参加することができた。  
 
しかし、■■は自分の障害を隠すことに疲れていた。■■は自分の本当の気持ちや考えを表現できな
いことに苦しんでいた。■■は自分の障害を受け入れてくれる人がいないことに寂しく感じてい
た。■■は自分の障害を隠すことで、自分の本当の自分を見失っていた。  
 
■■は就職活動に向けて困難があった。■■は自分の障害を隠すことができない場面に直面した。■■
は自分の障害を隠すことができない場面で、パニックに陥った。■■は自分の障害を隠すことがで
きない場面で、失敗した。■■は自分の障害を隠すことができない場面で、自信を失った。  
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■■は自分の障害を隠すことをやめるべきだと思った。■■は自分の障害を受け入れることを決め
た。■■は自分の障害を理解してくれる人を探すことを決めた。■■は自分の障害をサポートしてく
れる人を探すことを決めた。■■は自分の障害を活かすことを決めた。  
 
Microsoft Copilot，「より厳密に」モード： 
 
名前：■■ ■■（仮名）  
年齢：20 歳 
性別：女性 
学年：大学 3 年生 
専攻：心理学 
 
■■さんは自閉スペクトラム症と ADHD の両方を持つ大学生です。彼女は高校までは発達センタ
ーに通所し、専門家からのサポートを受けていました。しかし、大学に進学した際に、自分の障

害を隠すことを選びました。その結果、大学では特別なサポートを受けていません。  
 
■■さんは現在、就職活動に取り組んでいますが、いくつかの困難に直面しています。面接では、
質問に対する即時の反応や、非言語的なコミュニケーションが求められますが、これらは自閉ス

ペクトラム症の特性上、■■さんにとっては難易度が高いです。また、ADHD の影響で、情報の整
理やタスクの管理が困難で、就職活動のスケジュール管理に苦労しています。  
 
家庭環境は比較的安定しており、両親は■■さんの状況を理解し、可能な限りのサポートを提供し
ています。しかし、彼女は自分の障害を理解し受け入れ、それを隠さずに生きる勇気を持つこと

ができるよう、更なる支援が必要です。  
 
このような状況下で、■■さんは自分自身を理解し、自分の強みと弱みを受け入れ、それを活かす
方法を見つけることが重要です。また、適切なサポートを受けるために、自分の障害を隠さずに、

大学のカウンセリングサービスやキャリアサポートセンターに相談することも考えられます。  
 
Google Gemini（デフォルト）： 
 
名前：■■（仮名） 
年齢：20 歳 
性別：女性 
 
高校生までは発達センターに通所し、発達障害の支援を受けていた。大学では自分の障害を隠し

ていたため、サポートを受けていなかった。  
 
■■は、自閉スペクトラム症と ADHD を併存している。自閉スペクトラム症の特徴として、こだ
わり、コミュニケーションの困難、感覚過敏などが挙げられる。ADHD の特徴として、不注意、
多動性、衝動性などが挙げられる。  
 
■■は、就職活動に向けて困難を抱えている。  
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* 自己分析が難しい。自分の強みや弱みを理解するのに時間がかかる。  
* エントリーシートや履歴書を書くのが難しい。言葉の選び方や文章の構成が苦手。  
* 面接が苦手。目が合うのが苦手で、自分の言葉に自信が持てない。  
* 社会人としてのマナーやコミュニケーションのスキルが身についていない。  
 
■■は、大学で自分の障害を隠していたため、サポートを受けていなかった。そのため、就職活動
に向けて、一人で準備を進めなければならなかった。  
 
■■は、就職活動を始める前に、発達障害の就職支援サービスを利用していた。就職支援アドバイ
ザーと面談し、自分の障害について話した。また、自己分析やエントリーシートの書き方、面接

の練習など、就職活動に必要なスキルを教えてもらった。  
 
■■は、発達障害の就職支援サービスを利用して、就職活動に向けて少しずつ準備を進めている。 
 
■■のようなケースでは、発達障害の就職支援サービスを利用することが有効である。就職支援ア
ドバイザーは、発達障害の理解が深く、就職活動のノウハウを持っている。一人で就職活動を進

めるのは難しいため、発達障害の就職支援サービスを活用して、しっかりとサポートを受けるこ

とが大切である。  
 
具体的には、以下のような支援を受けることができる。  
 
* 自己分析やキャリアプランの作成 
* エントリーシートや履歴書の添削 
* 面接の練習 
* 企業とのマッチング 
 
発達障害の就職支援サービスは、全国各地で実施されている。就職活動を考えている発達障害の

人は、ぜひ活用してみてはいかがだろうか。  
 
ChatGPT-3.5： 
 
大学生 3 年生の■■（仮名）は、女子であり、自閉スペクトラム症（ASD）と ADHD を併存して
います。■■は就職活動に向けて困難を抱えており、これは彼女の障害が影響している可能性があ
ります。家庭環境は比較的安定しており、サポートが得られる環境で育ちました。  
 
高校生までは発達センターに通所しており、そこでサポートを受けながら学ぶことができまし

た。しかし、大学に進学すると同時に、■■は自分の障害を他人に知られたくないと感じ、隠して
しまいました。その結果、大学でのサポートを受けられずに過ごしてきました。  
 
現在、大学 3 年生となり、就職活動が迫っている中で、■■は自分の障害による課題に直面してい
ます。コミュニケーションの課題や注意力の欠如が、面接や就職活動において障害となっている

可能性があります。発達センターでのサポートを受けていた経験があるため、再び適切なサポー

トを受けることで、彼女の就職活動への取り組みをサポートすることができるかもしれません。  
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ChatGPT-4o： 
 
大学 3 年生の■■は、外から見れば普通の女子大生に見えるかもしれないが、彼女の内面には複雑
な戦いがある。彼女は自閉スペクトラム症と ADHD を抱えており、それが就職活動に向けての

困難を増幅させていた。  
 
家庭環境は恵まれている方だ。両親は■■の特性を理解し、彼女の成長を支えてきた。しかし、高
校生まで通っていた発達センターでのサポートが終わった後、大学生活では新たな試練が待って

いた。彼女は自分の障害を隠すことを決意し、大学では何もサポートを受けていなかった。  
 
勉強は得意だが、社交性やコミュニケーション能力には苦労していた。就職活動では面接や人前

でのプレゼンテーションが難関であり、他の学生と比べて自信を失ってしまうこともあった。彼

女は自分の違いを受け入れてもらえる職場を見つけることが怖く、不安に駆られていた。  
 
そんな中、彼女には頼れる恋人がいた。彼は彼女の特性を知り尽くし、いつも彼女を支えてくれ

た。彼の存在が、彼女が自分を受け入れる手助けをしてくれた。  
 
ある日、■■は恋人との会話の中で自分の内面について率直に語り合うことになった。恋人は彼女
に新たな視点を与え、自分を隠すことが自分自身にとっても他人にとってもマイナスでしかない

ことを気付かせてくれた。  
 
勇気を振り絞り、■■は大学のキャリアセンターに相談し、自分の状況を打ち明けることにした。
そこで彼女は、自分の特性を活かせる職場や適切なサポートを見つけるためのアドバイスを受け

ることができた。  
 
自分を受け入れる勇気を持ち、新たな一歩を踏み出した■■。彼女は今、将来に向けての不安に立
ち向かいながらも、自分らしさを受け入れ、前に進んでいる。  
 
Claude 3.5 Sonnet： 
 
患者: ■■ ■■ (仮名) 
年齢: 21 歳 
性別: 女性 
学年: 大学 3 年生 
 
背景: 
■■は自閉スペクトラム症(ASD)と ADHD の診断を受けています。幼少期から高校卒業まで地域

の発達支援センターに通所し、専門家のサポートを受けてきました。家庭環境は比較的安定して

おり、両親は彼女の状態を理解し、支援的な態度を取っています。  
 
現在の状況: 
大学入学後、■■は「普通に」扱われたいという思いから自身の障害について周囲に開示せず、大
学でのサポートも受けていません。しかし、就職活動が近づくにつれ、いくつかの困難に直面し

ています: 
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1. 社会的コミュニケーション: 
・面接や集団討論での対人交流に不安を感じています。  
・非言語的コミュニケーションの解釈が苦手で、面接官の表情や態度を読み取るのに困難を感じ

ています。 
2. 注意力と集中力: 
・長時間の説明会や面接に集中を維持するのが難しいです。  
・就活関連の書類作成や準備に取り掛かるのに時間がかかります。  
3. 柔軟性: 
・予定の変更や予期せぬ質問に対応するのが苦手です。  
・多様な企業や職種を検討することに困難を感じています。  
4. 感覚過敏: 
・新しい環境や騒がしい場所でのストレスが高く、説明会や面接会場で落ち着かないことがあり

ます。 
5. 自己理解と表現: 
・自己 PR や志望動機を明確に表現することに苦労しています。  
・自分の長所や適性を客観的に理解し、伝えることが難しいです。  
 
■■は、これらの困難に対してどのように対処すべきか悩んでおり、大学のキャリアセンターに相
談するかどうか迷っています。彼女は自身の障害について開示することの是非や、就職活動にお

けるサポートの必要性について葛藤しています。  
 
 
資料 3 
生成 AI をベースに作成された 13 の模擬症例 

(1) 教育（中学），医療  
 

A さんは中学 2 年生の女子で、9 月初めにカウンセリングルームにやってきた。彼女はストレ
スがあると自傷行為をしてしまうという主訴で相談に来た。彼女はリストカットだけでなく、火

傷や打撲傷など様々な自傷行為を行っていた。彼女のストレスの原因は、友人関係でちょっとし

たトラブルがあったり、学業成績に関する親とのいさかいがあったりすることだった。彼女は父・

母・4 歳上の兄との 4 人家族だが、父母は家庭で喧嘩ばかりしており、兄は全寮制の高校に通っ
ていて休み期間しか帰ってこなかった。彼女は家族からの愛情や理解を感じられず、孤独や虚無

感に苛まれていた。  
 

(2) 教育（高校）  
 
男性・高校 3 年生・17 歳。夏休み明けからカウンセリングルームに来談している。主訴は「気

分が落ち込んでいて学習が手につかない」。夏休み中に陸上部を引退したことや受験を目指す時

期であることがストレスになっていると話す。部活・学業とも並の成績であったが、最近は授業

にも集中できずテストの点数も下がってきたという。進路はまだ決めておらず、「どうせ自分には

何もできない」と否定的に考えている。友人関係や家族関係に問題はなく、「周りの人は優しくし

てくれるけど、自分はそれに見合う人間じゃない」と感じている。自殺念慮は否定するが、「死ん

だほうが楽かもしれない」と思ったことはあると話す。  
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(3) 教育（大学）  
 
来談者：20 歳の女子大学生。主訴：気分が落ち込んでいて学習が手につかない。経過：2 週間

ほど前に、交際していた彼氏に別れを告げられた。彼氏は来談者のことを好きではなく、他に好

きな人ができたと言った。来談者はショックを受けて泣き続けた。友人や家族に相談しようとし

たが、自分の気持ちをうまく伝えられなかった。学校やバイトにも行きたくなくなり、部屋に引

きこもるようになった。勉強も集中できず、テストやレポートの期限が迫っているのに手がつか

ない。自分は何もできないダメな人間だと思うようになり、自信を失った。  
 
(4) 教育（大学）  
 

A さんは 20 歳の大学生です。高校時代は成績優秀でスポーツも得意な人気者でしたが、大学
に入ってからは勉強に追われる日々で友人も少なくなりました。A さんは自分に自信を失い、周
囲と比べて自分はダメだと思うようになりました。また、将来に対しても希望や夢が持てず、何

のために生きているのかわからなくなりました。A さんは自分が抑うつ状態にあることに気づき
ましたが、それを誰かに相談することもできませんでした。A さんは，自分は弱いから相談する
こともできないし、相談しても誰も助けてくれないと思っていました。A さんは自分を責め続け
る一方で、他人に対しても敵意や嫉妬を感じるようになりました。  
 
(5) 教育（大学）  
 

X 年 9 月、大学 3 年生の A さんが、ゼミ変更の悩みでカウンセリングルームに来談した。A さ
んは、1 年生の頃から所属しているゼミを変更したいと考えており、すでに複数のゼミに興味を
持って見学に行ったが、なかなか踏ん切りがつかないとのことだった。A さんは、現在のゼミの
人間関係は悪くないが、ゼミの研究テーマが自分に合っていないのではないかという不安を抱え

ていた。また、他のゼミを変更したいと思うようになったきっかけは、ゼミの友人から「A さん
はもっと別のゼミで活躍できると思う」と言われたことだった。就職先については、民間企業へ

の就職を希望しているが、自分に向いた仕事が思いつかないとのことだった。A さんは、自分は
人と接することが好きで、コミュニケーション能力には自信があるが、それ以外に自分の強みが

何かよく分かっていないようだった。  
 
(6) 教育（大学），医療，産業，福祉  
 

A さんは、私立大学で心理学を専攻する 4 年生だった。彼女は自閉スペクトラム症（ASD）と
注意欠如多動症（ADHD）の診断を受けていたが、それを隠して普通の学生として過ごしてきた。
彼女は勉強が得意で、成績も優秀だったが、人間関係やコミュニケーションには苦手意識を持っ

ていた。彼女は自分の感情や考えをうまく表現できず、他人の気持ちやニュアンスを読み取るの

も難しかった。彼女は友達が少なく、孤独を感じることも多かった。就職活動のシーズンが始ま

り、A さんは自分の将来について悩んでいた。彼女は心理学に興味があったが、臨床心理士など
の資格を取るには、大学院に進学する必要があった。しかし、彼女は自分にそんな余裕があると

は思えなかった。彼女は家庭の事情で奨学金を借りて大学に通っており、卒業後はすぐに返済し

なければならなかった。また、彼女は自分の障害を公にすることに抵抗があり、大学院での研究

や指導教員との関係に不安を感じていた。そこで、A さんは一般企業への就職を目指すことにし
た。彼女は自分の能力や適性を信じて、多くの企業にエントリーシートや履歴書を送った。しか
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し、彼女は面接やグループディスカッションなどの選考試験で苦戦した。彼女は自分の強みや志

望動機をうまく伝えられず、相手の反応や質問にも対応できなかった。また、彼女は他の応募者

と協力したり競争したりすることにも慣れておらず、場に馴染めなかった。彼女は次々と不合格

通知を受け取り、落胆していった。  
 
(7) 医療，産業 
 
彼女は 20 代前半の女性で，病院の看護師として働いていた。彼女は看護師になることが夢だ

ったし，患者さんや同僚からも信頼されていた。彼女は自分の仕事にやりがいを感じており，常

に笑顔で対応していた。しかし，2022 年に新型コロナウイルスの感染が再び拡大し，病院は大混
乱に陥った。彼女は感染症病棟に配属され，重症患者のケアにあたった。彼女は感染防止のため

に厳重な防護服を着用し，長時間の勤務を強いられた。彼女は患者さんの容態が急変したり，亡

くなったりする姿を目の当たりにした。彼女はうつ症状を発症し，不眠や不安，イライラや無気

力などを感じるようになった。彼女は仕事に行くことが恐怖になり，休職を申請した。彼女は家

で一人で過ごすことが多くなり，家族や友人とも連絡を取らなくなった。彼女は自分が無力で価

値のない存在だと思うようになった。 
彼女は休職を申請する前の日，病院に出勤した。彼女は朝から夜まで患者さんのケアに追われ

た。彼女は患者さんの痛みや苦しみに寄り添おうとしたが，なかなか改善されない現状に絶望し

た。彼女は自分の仕事が意味のないものだと感じた。彼女は昼休みもろくに取れず，水分や栄養

も摂れなかった。彼女は体力や集中力が低下し，ミスをすることが増えた。彼女は上司や同僚か

ら注意され，責任感や罪悪感を抱いた。彼女は自分の能力や適性に疑問を持った。彼女は仕事が

終わっても帰る気力がなく，病院のロッカールームで泣いた。彼女は家族や友人に電話をかけよ

うとしたが，迷惑をかけると思ってやめた。彼女は自分が孤独で孤立していると感じた。彼女は

何とか家に帰ったが，眠れなかった。彼女は不安や恐怖にさいなまれ，明日の仕事に行きたくな

いと思った。彼女は自分が限界に達していると悟った。彼女は休職を申請する決心をした。  
 
(8) 産業 
 
彼の名前は A さんといった。20 代後半の社会人で、一人暮らしをしていた。仕事は IT 企業で

プログラマーとして働いており、収入も悪くなかった。しかし、彼には悩みがあった。それは結

婚である。彼は結婚を考えていたが、出会う機会がないし、機会があってもどうすればいいかわ

からないという状況だった。彼は恋愛経験が少なく、女性と話すのも苦手だった。また、遠く離

れた実家に住む父母からは結婚をせかされており、彼らの意見に押され気味だった。そんな彼が

カウンセリングルームに来談したのは、友人の勧めであった。友人は彼に「カウンセリングを受

ければ、自分の気持ちや考え方を整理できるし、結婚に対する不安や期待も明確になるかもしれ

ない」と言って、予約を取ってくれたのだ。  
 
(9) 医療 
  

A さんは 25 歳の女性で、初めての妊娠をしています。妊娠 7 ヶ月目になりましたが、出産や
育児に対する不安が強く、心療内科を受診しました。カウンセリングルームで、A さんは以下の
ように話しました。「私は子供が欲しいと思っていたんです。でも、妊娠してからどんどん不安に

なってきました。出産が怖いし、赤ちゃんが元気に生まれてくるかどうかも心配です。育児も大

変そうだし、自分にできるか自信がありません。夫は忙しくてあまり話を聞いてくれません。私
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の親もあまり頼りになりません。私は親から体罰を含む厳しいしつけを受けてきました。父親は

酒癖が悪くて、母親は無関心でした。私は子供の頃から孤独でした。自分の子供にも同じように

してしまったらどうしようと思っています。」「私は高校を卒業してからずっと働いてきました。

仕事は好きでしたし、上司や同僚とも仲良くやってきました。夫とも職場で出会って恋愛結婚し

ました。夫は優しくて頼りになる人です。私は夫と一緒に暮らすことや旅行することが楽しみで

す。」 
 
(10) 医療 
  
彼女は 30 代の女性で、解離性同一症と診断されている。彼女は大学 2 年生の時に、自分の気

づかないうちに自宅のアパートの部屋を自分でめちゃめちゃにしていることに気づいた。アルコ

ールは飲まない。大学の教員に相談したところ、精神科で診察してもらうことを勧められた。精

神科では、彼女が幼少期に父親から虐待を受けていたことが判明し、そのトラウマが原因で別の

アイデンティティが形成されていたことがわかった。彼女は解離性同一症と診断され、心理療法

や薬物療法を受けた。治療の効果で、別アイデンティティによる暴力行為は治まった。その後、

彼女は就職し、結婚し、出産した。彼女は幸せな家庭生活を送っていたが、最近、夫から「暴れ

ているときがある」と言われるようになった。彼女はそのことを覚えていなかった。彼女は再び

解離性同一症の発作が起きているのではないかと不安になり、カウンセリングルームにやってき

た。 
 
(11) 産業，医療 
  
彼は 40 代半ばの男性で，民間企業の研究開発部門の研究員として働いていた。彼は研究に情

熱を持っており，自分の専門分野で多くの業績を上げていた。彼は自分の仕事に誇りを持ってお

り，同僚からも尊敬されていた。しかし，6 か月前に彼は昇進し，研究室の責任者になった。そ
れ以来，彼は管理職的な業務が中心になり，研究時間が減ってしまった。彼は予算や人事，評価

や報告などの業務に苦手意識を持ち始めた。彼は自分の能力や適性に自信を失ってしまった。彼

は職場のメンバーと自分の年齢を比較すると，管理職になるのが当然だと思った。彼は自分が研

究職に戻りたいという気持ちを抑え込んだ。彼は自分が甘えていると自己嫌悪に陥った。彼は仕

事に対するモチベーションや興味を失ってしまった。彼はうつ症状を発症し，睡眠障害や食欲不

振，倦怠感や無気力感などを感じるようになった。彼は仕事に行くことが辛くなり，休みがちに

なった。彼は家族や友人とも話すことが少なくなり，孤立感や罪悪感を抱えるようになった。  
 
(12) 教育（高校），司法  
  

A さんは地元の高校で吹奏楽部の顧問を務める 40 代の男性でした。音楽に対する情熱と生徒
たちへの献身心が彼の特徴で、いつも生徒たちの成長を見守ることを楽しみにしていました。吹

奏楽部の練習は日々厳しいもので、A さんは生徒たちに対して常に高い基準を求めていました。
彼は生徒たちの演奏に対して微細な指摘を行い、その細部にまで気を配りました。その姿勢は、

彼が熱心な教育者であることを示すものでしたが、同時に彼の内面にはプレッシャーや不安が積

み重なっていました。練習中、生徒たちは時折ミスを犯すことがありました。そのたびに A さん
は自分自身に対する失望や怒りを感じつつも、冷静な指導を心掛けていました。しかし、内心で

は自分自身のアイデンティティが吹奏楽部の成功に依存していると感じており、その影響で生徒

たちに対して過度に関与し、ストイックな態度をとることがありました。ある日、練習中に生徒
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の演奏が思うようにいかないことが相次ぎました。A さんのプレッシャーはピークに達し、我慢
の限界を超えました。突如、彼は冷静さを失い、生徒の一人に対して手を挙げてしまいました。

その瞬間、教室は静まり返り、驚愕した生徒たちの目が A さんを見つめました。彼はすぐに自分
の行動に気付き、手を引いて深く息をつきました。生徒たちへの怒りを自分に向け、自己制御が

効かない瞬間が訪れたことに驚きと後悔がこみ上げてきました。  
 
(13) その他 
 

50 代後半の女性。夫は仕事に忙しく、自分の家族に無関心。息子たちは二人とも大学を卒業し
たが、就職活動もせずに家でゲームばかりしている。彼女は何度も彼らに働くように促したが、

聞く耳を持たなかった。彼女は息子たちの将来が心配でならなかった。「私は二人の息子がいま

す。長男は 28 歳で次男は 26 歳です。でも、どちらも働いていません。家で一日中ゲームをして
います。食事もろくに取りません。友達もいません。私は彼らに何度も仕事を探すように言いま

したが、全く聞いてくれません。夫も私の味方ではありません。彼は息子たちに甘くて、何も言

いません。私は一人で悩んでいます。息子たちの将来がどうなるのか、本当に心配です」「私は息

子たちに怒っています。私が苦労して育ててきたのに、こんな風に無駄に時間を過ごしているの

を見ると、腹が立ちます。私は息子たちに悲しいです。私が年老いても、彼らが自立して幸せに

なってくれると思っていました。でも、今のままではそれが叶わないと思うと、胸が痛みます。

私は息子たちに恥ずかしいです。周りの人たちはみんな自分の子供の自慢話をします。でも、私

は何も言えません。息子たちのことを知られると、どう思われるか怖いです」  
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